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2025年１月 17日 

住友生命保険相互会社 

 

 

～プレコンセプションケア領域での企業向けサービス～ 

不妊治療と仕事の両立を支援するＷｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）を

株式会社CIJへ提供開始 

 

 

住友生命保険相互会社（取締役 代表執行役社長 高田 幸徳、以下「住友生命」）は、

プレコンセプションケア※１領域における企業向けサービス「不妊治療と仕事の両立支援」

ソリューション（サービス名称：Ｗｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）※２）を株式会社CIJ

（代表取締役社長 坂元 昭彦、以下「CIJ」）へ提供開始しました。 
住友生命は、今後もＷｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）を通じて不妊治療と仕事の両立

に向けた企業の風土づくりを支援していきます。 

※１ プレコンセプションケア（Preconception Care）とは、女性やカップルが自分たちの生活や健康に向き合うこと、

そして、赤ちゃんを授かるチャンスを増やす、女性や将来の家族がより健康な生活を送れるようにする一連の取組

みのことです。 

※２ 詳細は右記 URL をご参照ください。https://www.sumitomolife.co.jp/corporative/non-insurance/whodos/ 

 

 
１．CIJへの支援について 
Ｗｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）によるCIJへの支援は２回目となります。 

１回目は、健康経営の更なる促進や、職場環境改善・働き方改革等の一環として、本サ

ービスのトライアルを2023年１月～２月にかけて実施しました。 

２回目となる今回は、妊娠・出産も諦めることなく仕事を続けられる職場づくり、そし

てその悩みの解消に向けて更に取組みを進め、女性・男性ともに「働き続けたい会社」を

実現すべく、Ｗｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）の本格提供を開始します。 
 

＜導入の背景・狙い＞ 

（株式会社 CIJ 総務人事部 総務課 立田多美江様のコメント） 

女性の活躍推進や育児介護休業法の改正等により、仕事と家庭生活の両立が可能な働

き方の需要が高まっています。 

トライアル参加時、社員専用の WEBページは、社員に大変好評だったこともあり、この

たびＷｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）の本格導入を決めました。 

妊娠や出産だけでなく、育児・介護・病気等の両立支援や社員の健康課題の改善等のた

め、内容の拡充も検討しつつ、社員が安心して働き続けられる職場づくりを目指していき

ます。 

  

https://www.sumitomolife.co.jp/corporative/non-insurance/whodos/


 2 

２．今回の支援内容 

ａ．従業員専用 WEBページの開設 

 Ｗｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）従業員専用 WEBページを開設し、各サービスへの入

口のほか、会社として本気で社員を支援していく姿勢をトップメッセージとして掲載し、

自由に視聴・活用できる形で提供します。 

  

 ＜従業員専用 WEBページのイメージ＞ 

   

 

ｂ．オンラインセミナー 

 以下のオンラインセミナーを提供します。 

テーマ 概要 

「妊活」と「不妊治療」の基礎知識 

～他人事を自分事に～ 

妊活・不妊治療の正しい知識を得る、子ど

もが欲しいと思った時の行動がわかるこ

とを目的に、データや実例などを交えて説

明しています。 

不妊治療と仕事の両立支援における 

管理職の心得 

プレ・マタニティハラスメント防止のため

に管理職の方に知っておいていただきた

い心得について説明しています 

女性の健康課題とキャリアの両立 

 

女性特有のホルモンのゆらぎをはじめ、月

経・不妊治療・婦人科がん・更年期の基礎

知識について説明しています 
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 ｃ．オンライン相談窓口 

  匿名で気軽に以下の内容についてご相談いただける相談窓口を設置します。 

  

 

３．Ｗｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）の今後の展望について 

住友生命は、お客さまの健康増進をサポートする Vitality健康プログラムを中心とした

WaaS（Well-being as a Service）※３を通じてお客さまのウェルビーイングに資するサービ

スの提供を目指しています。 

その１つであるＷｈｏｄｏ整場（フウドセイバー）の提供を通じて、企業で働く従業員一

人ひとりが望んだ「理想のライフプラン」を実現できるよう、「不妊治療と仕事の両立」と

いう大きな社会課題の解決や、いつかは子を持ちたいと思う従業員への早い段階からのサ

ポートによる、社会課題そのものの縮小を目指します。 

また、下記のようなコンテンツの拡充も行っており、今後も社会のトレンドや企業からの

ニーズを踏まえて、協業パートナーを増やしながらサービスを充実させていきます。 

・若年層に向けたプレコンセプションケア 

・男性育休・産後うつ 
※３ Vitality 健康プログラムを中心とするウェルビーイングに資するサービスエコシステムのことです。 

 
【WaaS の取組みイメージと本事業の位置づけ】 

 

以上 


